
第57回 建築士会全国大会「ふくしま大会」
［速報］

このテーマのもと、全国から3,200名あまり
の建築士が集い、ビッグパレットふくしまに
て第57回建築士会全国大会「ふくしま大会」
が、去る10月24日に開催されました。

大会式典

式典は、国土交通省、福島県知事、郡山市長
をはじめ関係団体など多くの来賓のご臨席
を賜り、フラガールによる華やかで情熱的な
フラダンスショーをオープニングアトラク
ションとして幕を開けました。
　堀井勝典・福島県建築士会副会長の開会
宣言後、開催県である松隈仁吉・福島県建
築士会会長より「未だ126,000人が避難生
活を送る福島県への支援に感謝するとともに、
この大会が復興へのきっかけになることを期
待する」と歓迎の挨拶がありました。
　国歌斉唱、物故者へ追悼を奉げた後、三
井所清典・日本建築士会連合会会長より「復
興へ向けたまちづくりを進めるとともに、建
築士の人材育成と関係機関との連携を深め
ていく」と主催者挨拶がありました［写真1］。
　表彰式では、連合会会長表彰者110名を
代表して福島県建築士会の阿部良樹氏が表
彰状を授与されました。さらに、伝統的技能
者表彰、連合会賞表彰、まちづくり賞および
地域実践活動表彰も行われました。
　来賓紹介、祝電披露、全国から参加の各
建築士会紹介の後、大会アピールでは、岡本
森廣・日本建築士会連合会副会長より次の

建築士の決断
「ならぬことは　ならぬものです」
ふくしまで語ろう　建築・絆・再生

とおり宣言がありました。
一 東日本大震災の復興推進に被災地ととも
に取り組む。併せて、他地域においては減
災対策の強化等、自治体との官民連携事
業の拡大・推進に取り組む。

一 改正基準法を踏まえ、資格者として業の
適正な執行と、指定登録機関として情報
開示の充実に取り組む。

一 建築士会の会員増強と財政基盤の安定
化をめざす。

　最後に、大会旗の引き継ぎと、次期開催地
である照田繁隆・石川県建築士会会長の挨
拶およびアピールが行われ、蛭田修二・福島
県建築士会副会長による挨拶で閉会しました。
 （菅野真由美／福島県建築士会）

大交流会

地元郡山市立喜久田小学校マーチングバン
ドの演奏により始まりました。主催者挨拶、
来賓の乾杯のご発声のもと、参加者の大歓
声とともに宴の開始。会場は熱気に包まれ、
にぎやかに交流が続く中、「来年は石川県で
会いましょう」を合言葉に、余韻を残しつつ
閉会しました。　（斎藤利一／福島県建築士会）

記念講演会

「F1そしてル・マンへ─その挑戦を通じて
得られたものは」という演目で、（株）トヨタ
モーターセールス&マーケティングの高橋敬
三氏に、F1参戦時から現在のHV車でのルマ
ン24時間耐久レースをはじめとするWECへ
の挑戦の苦労話を中心に、世界のモータース
ポーツ事情、ご自身のモータースポーツを通
して学んだことをお話いただきました［写真2］。
華やかに見える世界でも、レースでは結果が
出るだけに、その責任の大きさは計り知れな

いそうです。速いマシーンを開発するための
教科書はなく、すべて自分たちで考え、問題
の本質を早く知ることで解決策を見つけてい
くことが重要だそうです。
　速さとは、車両やドライバー、技術者だけ
でなく、総合的なチームワークが重要で、
「ラップタイムを速くする」いう限定した目標
の設定によって、各開発部門ともめざすもの
が明確になり、自分の領域を超えて車を良く
しようと考え、チームが一つになって強い絆
が生まれたそうです。そして、結果が厳しい
ときこそ前を向き決してあきらめないこと、既
成概念にとらわれず新しい発想で挑戦できる
かが大切であり、最後は人づくりであるなど、
われわれの活動の心得になるような貴重なお
話でした。　　　（中山武徳／福島県建築士会）

交流セッション

交流セッション①　3委員会合同セッション

「防災・減災・まちづくり」
 （担当…青年・女性・まちづくり委員会）

青年委員会…朝早くからの開催でしたが、立
ち見の出るほどご参加をいただきました［写真
3］。青年委員会担当セッションでは「福島県、
その他被災地の現状を知る」をテーマにパネ
ルディスカッションを開催。震災以降の情報

写真1　大会式典。三井所清典・日本建築士会連合
会会長による挨拶

写真2　高橋敬三氏による記念講演会
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が少なくなった今、建築士会内で正確な情報
共有と、地域とのコミュニティ形成に向けた
目標提案を行いました。これから起こりうる
災害に向けた建築士会の行動の一助となれ
ば幸いです。 （安田和人／連合会青年委員会）

女性委員会…原発事故より3年が経過した
現在も、子どもたちが放射能のリスクと向か
い合いながら生活をしています。環境改善の
ため福島県女性委員会では、放射線遮蔽物
質の調査や女性委員会による実験情報を基
に放射線対策住宅について考え、住宅に対
応できることや住まい方の工夫でできること
を冊子にまとめました。そして、建築士として
やるべきことや今後の取り組みについて意見交
換をしました。（荒木由美／連合会女性委員会）
まちづくり委員会…福島県三春町の原発避
難者に対するこれまでの対応や、若い世代が
戻らず高齢化が進んでいる等の課題が報告
されました。さらに、まちづくり委員会がこれ
まで行ってきた「防災まちづくりワークショッ
プ」等の活動報告をしました。
3委員会によるパネルディスカッション…
3.11以降福島の建築士が復興にどのように
関わり、各委員会がこれまで何に取り組み、
今後どうしていきたいか、を3委員会6名に
よる活発な意見交換によって、それぞれの委
員会が持つ意識の共有を行いました。
　　　　（佐藤芳則／連合会まちづくり委員会）

交流セッション②　情報部会交流セッション

「復興×防災×BIM─BIMに何ができるか」
 （担当…情報・広報委員会）

テーマの「BIM」は昨年に続く第2弾。セミ
ナーも各地で行われ、関心も高まっています。
今回は事前に導入状況や意見等のアンケー
トを全国に実施しての開催でした。セッショ
ンは、建設 ITジャーナリスト・家入龍太氏の
基調講演に続き、4名のBIM活用業務実例
紹介、屋台村ではその実演。これら興味深い
内容に、会場アンケートには多くの質疑やコ
メントが記入され、BIMが持つ可能性に多く
の方が関心を持っていることを知ることができ、
有意義なセッションとなりました。（情報部会）

交流セッション③

「東日本大震災からの
双葉郡の復興を考える現地視察」
 （担当…福島県建築士会双葉支部）

Aコース…20名が参加し、原発構内および
富岡、大熊町内を視察しました。全国各地か
らの参加者は緊張な面持ちで、氏名を免許

証と照合され、構内を廻るバスに乗車。車窓
からの視察でしたが、時折高線量のポイント
を通過、廃炉に向けた作業状況を確認しまし
た。富岡、大熊町内の視察は、帰還困難区域
のため道路や各住宅にゲートがあり、震災と
原発事故から時が止まっている状況を見るこ
とができました。 （石津伸一／福島県建築士会）

Bコース…10月25日、震災と原発事故の影
響で現在も避難生活を送る双葉支部の会員
から、発災から現在までの避難生活や避難区
域の現状と課題について説明を受けながら、
浪江、富岡町を中心に双葉郡沿岸部を視察
しました。また、福島第一原発構内で建設中
の新事務棟現場や、大熊町内でBIMを活用
し短工期で建設中の東京電力福島給食セン
ターを視察。東京電力担当者から廃炉への
取り組みと進捗状況を、除染JVの担当者か
ら概要説明を受け、Jビレッジにて意見交換
会を行いました。（片山大作／福島県建築士会）

情報発信セッションⅠ・Ⅱ

情報発信セッションⅠは、将来建築士をめざ
す高校生の作品を紹介する「建築士のたまご
達」。ふくしまの復興へ思いを一つに頑張る
勿来工業高校、会津工業高校、郡山北工業
高校の作品を通じて、生徒たちの建築に対す
る熱意が伝わってくるパネル展示となりまし
た。情報発信セッションⅡは「震災復興の現
状」をパネル展示。東日本大震災で壊滅的被
害を受けた被災3県の当時の状況と復旧・復
興への歩みが、写真とともに分かりやすく説
明されました。　（小野紀章／福島県建築士会）

第2回 
全国ヘリテージマネージャー大会

「防災・災害における歴史的建造物とヘリ
テージマネージャーの役割」をテーマに、4名
の方から東日本大震災の被害状況および対
応と課題について、2名の方から災害時の歴
史的建造物の対応について事例報告があり
ました。そして、ヘリテージマネージャーネッ

トワーク（HMN）協議会運営委員長・後藤治
氏から、「災害時にHMが機能するためには、
日ごろからHM同士はもとより、職人さんと
のネットワーク形成が非常に重要である」と
講評があり、来年石川大会での再会を確認
し、終了しました。
 （斎藤隆夫／福島県建築士会）

東日本大震災その後について福島から、大
震災の被害状況と今後の課題について茨城・
群馬・宮城から報告がありました。また、阪神・
淡路大震災における対応を兵庫から、今後
予想される大地震への対応について静岡か
ら発表がありました。平時の取り組みやヘリ
テージマネジャーをいかに増やすかなどを議
論し、時間超過で終了となりました。
 （塩見 寛／全国HMN協議会）

エクスカーション

Bコース　紅葉と皇室ゆかりの地…猪苗代
湖長浜、迎賓館・天鏡閣、ガラス館見学、五
色沼を散策。特に、迎賓館（旧皇室別荘）の見
学では細部まで説明を受けました。
Cコース　会津西街道を行く…大内宿、塔の
へつり、鶴ヶ城、さざえ堂を見学。
Dコース　戊辰戦争の遺構を巡る旅…鶴ヶ
城、阿弥陀寺御三階、末広酒造でお酒の試
飲、会津武家屋敷、飯盛山、さざえ堂、会津
日新館を見学。
Eコース　蔵のまち喜多方を歩く…長床、喜
多方蔵の里、蔵屋敷美術館、甲斐本家、北方
風土間を見学。
Gコース　会津街道と紅葉の裏磐梯の旅…
1日目が前沢集落［写真4］、塔のへつり、大内
宿を、2日目は鶴ヶ城、栄川酒造の工場、五
色沼等を見学。三井所会長がコンペの審査
員をされた坂下東幼稚園も設計者の解説付
きで見学することができました。
 （和田聡史／福島県建築士会）

※大会の詳細は2015年2月号に掲載します。

写真3　3委員会合同セッション風景 写真4　前沢曲屋集落にて、参加者集合写真
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